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蓮
は
泥
よ
り
出
で
て
泥
に

染
ま
ら
ず
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
。
そ
の
薄
い
花
弁
は
頼

り
な
い
ほ
ど
清
浄
だ
。

　
蓮
根
は
実
は
茎
な
の
だ
そ

う
だ
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も

あ
の
た
く
ま
し
さ
と
そ
の
花

と
は
ど
う
も
結
び
つ
か
な

い
。
た
く
ま
し
く
、
清
ら
か

に
と
は
羨
ま
し
い
。

　
そ
の
ど
ち
ら
も
蓮
の
真
実

な
ら
ば
、
ま
る
ご
と
絵
に
し

た
い
も
の
だ
と
考
え
、
葉
を

実
際
よ
り
抵
抗
感
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う
に
描
い
て
み
た
。

　
蓮
華
院
光
明
寺
で
は
庭
園

の
池
で
観
蓮
会
が
毎
年
開
か

れ
る
。
今
年
も
７
月
末
に
開

催
。
油
彩
53
×
45
・
５
㎝

１
５
０
年
続
く
海
の
法

要
「
鱗
供
養
」
が
材
木
座
の

日
蓮
宗
妙
長
寺
で
５
月
30
日

に
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

開
山
・
日
實
上
人
が
、

伊
豆
へ
流
罪
と
な
っ
た
日
蓮

聖
人
を
助
け
た
漁
師
の
息
子

で
あ
っ
た
た
め
、
同
寺
は
漁

師
や
魚
商
の
信
仰
を
集
め
て

き
た
。
１
８
７
８
年
（
明
治

11
）
に
「
鱗
供
養
塔
」
が
建

て
ら
れ
、
漁
師
や
魚
商
主
催

の
鱗
供
養
を
長
い
伝
統
と
し

て
き
た
。
建
立
１
０
０
年
を

迎
え
た
年
か
ら
は
10
年
ご
と

に
大
祭
を
執
り
行
い
、
３
ｍ

以
上
の
高
さ
の
10
尺
塔
婆
を

供
養
塔
の
後
ろ
に
立
て
た
。

し
か
し
時
代
と
共
に
市
内
の

漁
師
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
土
台
が
10
年
持
た
な
い

木
製
の
塔
婆
の
建
立
が
難
し

く
な
っ
て
き
た
こ
と
で
、
か

つ
て
由
比
ガ
浜
通
り
に
あ
っ

た
魚
屋
「
魚
文
」
の
草
柳
家

が
前
回
の
大
祭
（
２
０
１
４

年
）
の
翌
年
に
木
製
の
塔
婆

に
代
わ
る
黒
御
影
石
の
石
塔

を
奉
納
。
今
回
１
５
０
年
の

節
目
に
、こ
の
石
塔
を
囲
み
、

主
催
が
漁
業
関
係
者
か
ら
同

寺
へ
と
移
行
し
た
。

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
や
檀

信
徒
ら
が
参
列
す
る
法
要
の

後
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
お

題
目
を
唱
え
、
団
扇
太
鼓
を

叩
き
な
が
ら
練
り
歩
く
慰
霊

行
脚
で
海
岸
へ
。
市
長
と
同

寺
の
神

じ
ん 

和わ

秀
し
ゅ
う

住
職
が
地
元
の

「
も
ん
ざ
丸
前
田
水
産
」
の

漁
船
に
乗
り
、
沖
合
か
ら
生

き
た
鯛
を
海
へ
還
す
「
放ほ

う

生じ
ょ
う

会え

」
を
行
っ
た
。
檀
信

徒
ら
は
浜
辺
で
の
祈
祷
法
要

で
海
に
向
か
っ
て
手
を
合
わ

せ
た
。
全
員
で
の
海
岸
清
掃

も
行
っ
た
。

神
住
職
は
「
次
世
代
に
海

の
恵
み
を
渡
せ
る
よ
う
な
法

要
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と

合
掌
し
た
。�

（
Ｋ
）

　

藤
沢
宿
・
遊
行
の
盆

　
27
・
28
日
開
催

夏
の
恒
例
の
盆
踊
り
イ

ベ
ン
ト
「
藤
沢
宿
・
遊
行
の

盆
」
が
７
月
27
・
28
日
の
２

日
間
、
藤
沢
市
藤
沢
の
藤
沢

商
工
会
館
ミ
ナ
パ
ー
ク
前
会

場
（
藤
沢
駅
北
口
）
や
遊
行

寺
境
内
で
行
わ
れ
る
。

時
宗
の
開
祖
、
一
遍
上

人
が
諸
国
行
脚
の
際
に
踊
り

念
仏
を
始
め
、
そ
れ
が
室
町

時
代
に
盆
の
行
事
と
結
び
つ

き
、
盆
踊
り
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
時
宗
総
本

山
の
遊
行
寺
が
藤
沢
市
に
あ

る
縁
で
始
ま
っ
た
。

17
回
目
の
今
回
は
、
27

玉
縄
城
の
調
査
・
研
究
報
告
書

ま
ち
づ
く
り
会
議
が
出
版

　
　        

玉
縄
歴
史
館
で
展
示
も

昨
年
の
遊
行
の
盆

玉縄歴史館の展示説明する荒井幸子さん

78

「　

蓮　

華　

」黒
川　

明

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り

会
議
（
会
員
54
人
・
荒
井

章
会
長
）
が
研
究
報
告
書

『
玉
縄
城
の
真
実
を
解
明
す

る
【
鎌
倉
鎮
護
玉
縄
城
の
真

実
】』
を
発
行
し
た
。

同
会
は
、
玉
縄
城
を
守

り
伝
え
、
自
然
環
境
を
整
備

保
全
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
し
よ
う
と
２
０
０
６
年
に

発
足
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
。
２
０
１
２
年
の
玉
縄
城

築
城
５
０
０
年
祭
を
市
と
の

共
催
で
行
い
、
文
化
庁
の
補

助
事
業
と
し
て
講
演
会
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を
開
催

し
、
玉
縄
歴
史
館
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
創
設
な
ど
の
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。

今
回
の
報
告
書
は
、「
鎌

倉
・
玉
縄
城
址
を
活
か
す
歴

史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
事
業
」
と

し
て
、
文
化
庁
の
助
成
を
受

け
な
が
ら
行
っ
た
８
年
の

活
動
の
成
果
を
ま
と
め
た
。

Ａ
４
判
、
１
０
４
ペ
ー
ジ
、

３
０
０
部
印
刷
し
、
図
書
館

や
関
連
施
設
に
配
布
し
て
い

る
。
考
古
学
者
・
玉
林
美
男

さ
ん
の
「
玉
縄
城
遺
構
群
の

真
実
解
明
」、
日
本
画
家
で

日
本
城
郭
史
学
会
委
員
の
大

竹
正
芳
さ
ん
の
「
城
郭
史
学

か
ら
み
た
玉
縄
城
」、
歴
史

学
者
・
伊
藤
一
美
さ
ん
の「
玉

縄
北
条
氏
の
活
動
と
そ
の
歴

史
的
意
味
」の
３
部
構
成
で
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
、
研
究
を

掲
載
し
、
巻
末
で
歴
史
資
料

と
活
動
記
録
も
掲
載
。

玉
縄
歴
史
館
で
展
示
会

鎌
倉
市
植
木
の
龍
寶
寺

境
内
の
玉
縄
歴
史
館
で
常
設

展
「
玉
縄
城
遺
構
群
の
真
実

を
解
明
す
る
」
が
開
か
れ
て

い
る
。

「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
が
考
古
学
や
歴
史
研

究
の
専
門
家
と
と
も
に
資
料

を
再
発
掘
し
、
城
址
の
解
明

を
進
め
、大
竹
正
芳
さ
ん
が
、

城
域
の
見
直
し
と
縄
張
り
図

の
作
成
を
行
っ
た
。
玉
縄
城

址
が
開
発
さ
れ
る
前
の
航
空

写
真
を
中
心
に
、
一
部
旧
状

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
開
発

途
中
の
写
真
を
加
え
て
、
主

要
地
点
の
発
掘
調
査
の
写
真

も
紹
介
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
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九
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☎
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Ｓ
Ａ
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０
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６
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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Ｓ
Ａ
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Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
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谷
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二
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６
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Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
中
央

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
26
―
３
４
３
１

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
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沼
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岸
二
―
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一

�

☎
０
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６
―
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―
６
９
２
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Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
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Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

�

☎
０
４
６
―
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８
４
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０
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Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
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７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

�

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

土用の丑の日
７月24日
８月５日

海
の
幸
に
感
謝
と
祈
り

　

10
年
に
一
度
の「
鱗
供
養
」
妙
長
寺

日
に
ミ
ナ
パ
ー
ク
前
で
、
盆

踊
り
の
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
る

踊
り
念
仏
を
現
代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
「
遊
行
お
ど
り
」

の
一
つ
「
遊
行
ば
や
し
」
の

「
流
し
お
ど
り
遊
行
ば
や
し
」

の
ほ
か
、
日
本
の
代
表
的
盆

踊
り
の
秋
田
県
の
「
西
馬
音

内
盆
踊
り
」、岐
阜
県
の
「
郡

上
お
ど
り
」、「
阿
波
お
ど
り
」

が
登
場
。
28
日
は
遊
行
寺
境

内
で
市
民
ら
参
加
者
が
特
設

の
や
ぐ
ら
を
囲
ん
で
踊
る

「
大
盆
踊
り
大
会
」
が
あ
る
。

藤
沢
駅
北
口
サ
ン
パ
ー
ル
広

場
で
27
日
「
ゆ
か
た
コ
ン
テ

ス
ト
」
な
ど
も
。
問
合
せ
藤

沢
商
工
会
議
所
　
藤
沢
宿
・

遊
行
の
盆
係
☎
０
４
６
６
・

27
・
８
８
８
８

　
車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗

ら
な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す

る
か
等
、
車
を
手
放
す
こ
と

を
検
討
さ
れ
て
い
る
人
は
、

自
分
の
愛
車
が
幾
ら
く
ら
い

な
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
。

　
車
買
取
専
門
店
・
ハ
ッ

ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
の
坂
野

代
表
は
、「
無
料
で
査
定
に

伺
い
、
査
定
額
を
提
示
し
ま

す
。
無
理
に
売
却
を
迫
る
事

は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご
納
得

さ
れ
た
う
え
で
売
却
ご
判
断

く
だ
さ
い
」
と
話
す
。

払
い
、
名
義
変
更
の
完
了
通

知
書
も
送
付
す
る
の
で
、
安

心
し
て
お
任
せ
く
だ
さ
い
」

と
、
坂
野
代
表
。

ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

☎
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１
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９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

車
を
高
く
安
心
し
て
売
り
た
い
な
ら

車
買
取
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ
鎌
倉
店
へ

休日も休まず営業しています

　
同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を

持
た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に

特
化
す
る
こ
と
で
固
定
費
を

削
減
し
、
買
取
額
に
還
元
、

高
額
査
定
を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、他
社
で
年
式
が
古
い
、

走
行
距
離
が
多
い
等
の
理
由

で
、
査
定
額
が
０
円
や
、
処

分
料
が
掛
か
る
と
言
わ
れ
た

車
も
最
低
２
万
円
以
上
で
買

い
取
っ
て
く
れ
る（
１
６
０
０

㏄
以
下
は
５
千
円
以
上
）。

　「
契
約
後
の
減
額
は
絶
対

に
し
ま
せ
ん
。
代
金
は
現
金


